　第６学年　総合的な学習の時間指導案


202６年９月１６日（水）
3校時　10：35～１1：２0
富来小学校６年１組１６名
指導者　梅本　泰仁

１．　単元名　避難所運営を考えよう
　　　教材名「避難所運営ゲーム（HUG）をしよう」

２．　単元目標
・大規模な災害が発生した場合，学校などが避難所となり多様な価値観を持った多くの人が避難してくることがゲームを通してイメージできる。【知識・技能】　　　　
・人には様々な意見や価値観があることに気づき，多様な人々の視点に立って考え，判断する力を身につけ， 地域の一員として，避難所運営時の課題と対処の仕方について考え，自分にできること，すべきことについて思考しようとしている。【思考力・判断力・表現力】　　　　
・避難者の視点に立った学習を通して，日頃から防災に関心をもっておくことの重要性に気づくとともに，地域社会に貢献していこうとする態度を身につけようとしている。　【主体的に学習に取り組む態度】　　
・地域の一員として，避難所運営時の課題と対処の仕方について考えることにより，自分達にできること・やるべきことをとらえ，実践しようとする態度を身につけようとしている。　【主体的に学習に取り組む態度】　　
　　
３．　単元の評価規準
	知識・技能
	思考力・判断力・表現力
	主体的に学習に取り組む態度

	①大規模な災害が発生した場合，学校などが避難所となり多様な価値観を持った多くの人が避難してくることがゲームを通してイメージできる。
②避難所で多くの人がともに生活することになるため，多様な価値観を互いに尊重し合うことが必要となることを理解できる。
	[bookmark: _Hlk179726984]①人には様々な意見や価値観があることに気づき，多様な人々の視点に立って考え，判断する力を身につけようとしている。
②地域の一員として，避難所運営時の課題と対処の仕方について考え，自分にできること，すべきことについて思考しようとしている。

	①避難者の視点に立った学習を通して，日頃から防災に関心をもっておくことの重要性に気づくとともに，地域社会に貢献していこうとする態度を身につけようとしている。
②地域の一員として，避難所運営時の課題と対処の仕方について考えることにより，自分達にできること・やるべきことをとらえ，実践しようとする態度を身につけようとしている。








４．　単元の指導計画
	次
	時間
	
学習活動
	評価規準
	　評価方法

	
	
	
	知
	思
	主
	

	第一次　災害について知ろう（５時間）
	１
	災害の恐ろしさや災害時の避難の重要性について考える。
	・①
	
	
	発言
ロイロノート

	
	２
	国東市のハザードマップから，学校や自宅周辺の危険箇所を読み取る。
	
	
	
	観察
ロイロノート

	
	３
	災害が起きた時に自分の住んでいる地域から避難所までのルートについて調べる。
	〇①
	
	・①
	発言
ロイロノート

	
	４・５
	ユレルンダーやフィールドワークなどの体験を通して災害時の動きについて確認をする。
	
	
	・①
	発言

	第二次　避難所運営について考えよう（１０時間）
	６
	避難所にくる様々な事情（高齢者，乳幼児，障がい者等）を抱えた人が集まることを考える。
	〇①
	・①
	
	発言
観察

	
	７（本時）
	避難所運営ゲームを通して自分たちにできることを考える。
	
	〇①
	・①
	観察
ロイロノート

	
	８
	避難所運営ゲームの各班の考えを共有しアドバイスをもらう。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート

	
	９
	HUGを通して自分たちにできる共助について考える。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート

	
	１０
	HUGの振り返りを行い，避難所運営の課題を整理する。
	
	
	
	観察
ロイロノート

	
	１１
１２
	1 避難所開設の体験を行う。
体育館の移動経路の確保や避難者の区画整理を体験する。
	
	
	・②
	観察
ロイロノート

	
	１３
１４
	2 避難所開設の体験を行う。
体育館でワンタッチテントや段ボールベッド，仮設トイレ等の運営を体験する。
	
	
	〇②
	観察
ロイロノート

	
	1５
	避難所開設の体験を振り返り，地域への提案内容を検討する。
	
	
	・②
	発言
ロイロノート

	第三次　防災カルタの作成をしよう（６時間）
	16
	防災について学習してきたことをもとに，読み札を考える。
	
	・②
	
	観察
ワークシート

	
	17
18
	絵札の構想を練る。

	
	〇②
	・②
	観察
ワークシート

	
	19
	➀絵札を作成する。
	
	
	〇②
	観察
制作物

	
	20
	➁絵札を作成する。
	
	
	〇②
	観察
制作物

	
	21
	防災カルタを完成させる。
	
	〇②
	・②
	制作物

	第四次　学習のまとめと地域への提案しよう（９時間）

	22
	防災学習を通して学んだことを地域の人へプレゼンするための構成を考える。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート

	
	23
	プレゼン資料を作成する。
	〇②
	
	・②
	観察
ロイロノート

	
	24
	プレゼン資料をブラッシュアップするために班同士でアドバイスをし合う。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート

	
	25
	発表のリハーサルを行い，タブレットで録画して確認する。
	
	
	〇②
	動画
ロイロノート

	
	26
	学習発表会で地域の人にプレゼン発表をする。
	
	
	〇②
	観察
発言

	
	27
	学習発表会での全校の発表をもとに，プレゼンを練り直す。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート

	
	28
	くにさき生涯学習フェスタの発表のリハーサルを行い，タブレットで録画して確認する。
	
	
	〇②
	動画
ロイロノート

	
	29
	くにさき生涯学習フェスタでこれまでの防災学習を地域の方々へ発表する。
	
	
	〇②
	観察
発言

	
	30
	学びを振り返り，学級で発表し合う。
	
	〇②
	
	観察
ロイロノート







５．　本時案（７／30）
⑴　題目　避難所運営について考えよう。
⑵　本時のねらい
　　　災害時の避難所運営について，避難所運営ゲーム（HUG）で，自分なりの根拠を明確にし，避難者の配置対応を考えカードを動かすことを通して，避難所運営の必要性や難しさを考えることができるようにする。
⑶　評価規準（概ね満足）
地域の一員として，避難所運営について考え，自分なりの根拠をもって，避難者の配置対応を考えようとしている。【思考力・判断力・表現力】（話し合い観察・発表）
⑷　展開
	学習活動
	時
	具体的な学習活動（○）指導及び支援（・）
	個別の支援

	１．つかむ
	3
	〇避難所での生活の様子を提示する。
・「人と人との距離が近い。」「ゆっくりできない。」などの感想を出させる。
〇自分たちの地域で大きな災害が起きた時を想像する。
・前時の活動を振り返る中で自分たちにできることをして，まわりの人を助けたいという趣旨の発言からめあてを位置づける。
【めあて】避難所運営について考えよう。

	









	２．考えをもつ
	3
	〇見通しを持つためにルールや条件について確認する。
設定・条件
・大規模洪水により，地域住民が小学校に避難してきた。
・夏の暑い時期
・水道・ガス・電気は使えない。





〈ルール〉
・「カード配布」「記録」「配置」の役割分担をする。
・役割をローテーションしながらHUGを進めていく。




〇避難場所にはどのような人がやって来るか，考える。
・いろんな年齢の人（大人・子ども・お年寄り・赤ちゃん）
・性別（男性，女性）
・外国の人
・障害のある人
・病気のある人
〇避難者の対応をしないと，ルールを守らない人が出て，トラブルが起こることを確認してゲームを行う。
	


















	３．伝え合い
学び合う

	25
	〇5～6人の班で，避難所に来た人たちをどこに配置していくか考える。
・足が不自由な方は出入り口から遠いと移動が大変そうだ。
・神経質で音が気になる方は子どものいる家庭とは離しておこう。
・家が全壊してしまった家庭は，すぐには避難所から移動できないから奥に行ってもらおう。
・配置した理由などを考えさせる。
	避難所（体育館）のどこに配置すればよいか迷っている児童には，避難してくる人の特性などを確認し，避難所の入り口がよいか，奥がよいか一緒に考える。


	４．まとめをする
	10
	〇班で考えた配置を写真に撮り，ロイロで全体に共有する。
・それぞれ避難してきた人のことを考えて避難所運営ができていることを確認してまとめさせる。具体的な考えの例
家が一部損壊している家庭はすぐに修理して家に戻ることができるかもしれないから避難所の入り口側に配置する。
ペットと避難している家庭は，空き教室に配置する。
子どもを連れている家庭は泣き声なども配慮して空き教室に配置する。


	










	５．振り返りをする
	



4





	〇本時の振り返りをし，共有する。【期待する振り返り】
避難所運営をするときにはいろいろな立場の人が避難して来るので，相手の状況をよく考えないといけないことが分かった。実際に避難をしなければならない時に自分にできる手伝いをしたい。
【振り返りの視点】
わ・・・わかったこと・考えたこと
が・・・がんばったこと・できるようになったこと

	











（５）板書計画


HUGゲームのルール説明

【めあて】避難所運営（HUG）ゲームをしよう。


気づき　どのような人が集まるか
・年齢
・国籍
・性別
・特性
→それぞれの事情がある。





【振り返り】




